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◆ 担当：福田 孝一 教授（形態構築学）/ Prof. FUKUDA (Dep. Anatomy) 
◆ レポート宛先/Essay (福田 教授 宛 To Prof. FUKUDA)： tfukuda@kumamoto-u.ac.jp 
◆ レポート宛先/Essay (CC; 医学教務/Student Affairs Sec.)：iyg-igaku-3@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

チトクローム酸化酵素はミトコンドリア内に存在する酵素でマトリックスから膜間スペースへ

のプロトン移動を行いプロトンの濃度勾配を形成する機能を持つ。しかしチトクローム酸化酵素

中でのプロトン移動経路は我々の量子力学による研究が行われるまでは謎のままであった。生化

学の教科書ではプロトン移動は水素結合を介してのみタンパク質中を移動すると書いてあり、水

素結合以外の経路に関しては否定的な意見がほとんどであった。我々は量子力学を用いて、チト

クローム酸化酵素中のプロトン移動経路を探索したところ、水素結合ではなくペプチド結合を介

する経路が存在することを突き止めた。さらに、ペプチド結合を介するプロトン移動経路はタン

パク質が堅固なターン構造を持つときにはじめて発現することも明らかにした。 

Abstract 


